
様式第８号 
  

街づくり協定の区域内における行為の届出書 
 

                      平成２７年 ７ 月 １ 日  
 
 （宛先）所 沢 市 長 
 

届出者 住  所 所沢市並木一丁目○番地の○  

 氏  名 
株式会社○○○○ 

代表取締役 所沢 太郎 
㊞ 

 電話番号 04-2998-○○○○  

 法人にあっては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の

所在地を記入してください。 

 

 所沢市街づくり条例第１５条第３項の規定に基づき、土地の整備、開発又は

保全に係る行為について、下記により届け出ます。 
 

記 

１ 行為の場所 所沢市大字下富字柳野○○○○番、同番○○○○番 

２ 行為の着手予定日 平成２７年 ８ 月 １ 日 

３ 行為の完了予定日 平成２７年１２月 １ 日 

４ 設計又は施行方法  
 

（１）土地の区画形質の変更 区域の面積                m2 

（２） 

建築物の建

築又は工作

物の建設 

（イ） 行為の種別（建築物の建築・工作物の建設）（新築・改築・増築・移転） 

（
ロ
） 

設
計
の
概
要 

 届 出 部 分 届出以外の部分 合   計 

（ｉ）敷地面積     １８０ m2 

（ⅱ）建築又は建設面積 ６０ m2   m2 ６０ m2   

（ⅲ）延べ面積 １００ m2  m2 １００ m2 

（ⅳ）高さ 

 地盤面から 

（ⅴ）用途 

専用住宅 

７.５ m 

（ⅵ）垣又はさくの構造 

CB H＝600＋透視可能フェンスH=600 計H＝1200 

（３） 

建築物等の

用途の変更 

（イ）変更部分の延べ面積 （ロ）変更前の用途 （ハ）変更後の用途 

           m2 
  

（４） 建築物等の形態又は意匠の変更 変更の内容  

（５） 木竹の伐採 伐採面積  m2 

（６） その他（                                 ） 

注 届出事項を証する書類を添付すること。 

□委任状 □案内図 □配置図（浸透枡、地盤面高記載） □敷地面積求積図  □敷地面積求積表 

□平面図  □立面図  □断面図  □垣又はさくの図 □景観形成基準（色彩適合表、配慮事項） 

※立面図説明・外壁等に使用する色彩のマンセル値を表示し、外壁の各立面の見付面積に対

する基調色等の使用面積の割合を記入すること。 

・彩色が施された部分を着色し、着色していない部分はその素材を記すこと。 

印 

記入例 

正本１部届出 

訂正は二重線で消して、行為者又は

委任された者の印を押印すること 
（修正液、砂消しは使わない） 

市が届出書を受理した日から 30 日を経過し
た後でなければ、工事着手できない 

（例）１か月が 30日の場合 
 
 
月 火 水 木 金 土 日 

1 

（受理日） 

2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 1 

（30 日目） 

2 

以降着手 

3 

 

4 5 

 

届出者は「行為者」であって、「土
地所有者」や「権利者」ではない 

委任状がある場合、届出者の住所、

氏名、行為の場所について委任状の
表記と一致させる 

建築基準法上の面積を記入 

色彩未決定の場合、決定後に届け出
る様式第３号に添付する 

敷地内の該当する全ての建築物の

延べ床面積(駐輪場や塵芥所含む／建ぺ
い率、容積率の緩和措置は考慮しない） 

対象地番を全て記載 
（例）所沢市宮本町○丁目○番○号、同番△号 

   所沢市並木□-□-□、-△ 

浸透桝の場所も図面に記載 

06442
テキストボックス
令和３

06442
長方形

06442
長方形

06442
長方形

06442
タイプライターテキスト
令和  ３

06442
タイプライターテキスト
令和  ３



委  任  状 

 

 

 

私は都合により 景観 太郎                を代理人  

 

と定め、下記の建築物等について所沢市街づくり条例第１５条第３項の規定

による届出の手続を委任する。  

 

 

１ 行 為 の 場 所 所沢市大字下富字柳野○○○○番、同番○○○○番  

 

２ 建築物等の主要用途 専用住宅  

 

３ 届 出 の 要 旨 新築  

 

 

 

 

 

 

平成 ２７ 年 ６ 月 ３０ 日  

 

届出者  

 

住  所 所沢市並木一丁目○番地の○  

 

氏  名 株式会社○○○○ 代表取締役 所沢 太郎    ㊞  

 

印 

対象地番を全て記載 
（例）所沢市宮本町○丁目○番○号、同番△号 
   所沢市並木□-□-□、-△ 

委任状の訂正は、申請人（委任者）のみ 
訂正には申請人（委任者）の押印が必要 

06442
テキストボックス
令和３



様式第１号         

景観形成基準（色彩適合表）  

第 

 

一 

 

立 

 

面 

方角 

(西 ) 

区                      分 割 合    

単位(％) 

彩色が施され

ている部分 

(

マ
ン
セ
ル
値) 

色 
 
 
 
 

彩 

 

 色 相 明 度 彩 度 

基調色 
5YR 

2.5Y 
8 

8.5 
3 
2 75 

補助色 5YR 3 3 15 

強調色    ― 

屋  根  N 3.0   

点    滅    光    源  □  有       ☑  無 ― 

屋 外 広 告 物 □  有       ☑  無 ― 

彩色が施され 

ていない部分  
素材名 

ガラス、アルミサッシ 10 

計 100 

第 

 

二 

 

立 

 

面 

方角 

(南 ) 

区                      分 割 合    

単位(％) 

彩色が施され

ている部分 

(

マ
ン
セ
ル
値) 

色 
 
 
 
 

彩 

 色 相 明 度 彩 度 

基調色 5YR 8 3 60 

補助色 5YR 3 3 15 

強調色 5YR 2 1 5 

屋  根  N 3.0   

 点    滅    光    源  □  有       ☑  無 ― 

 屋 外 広 告 物 □  有       ☑  無 ― 

 彩色が施され 

ていない部分  
素 材 名 

ガラス、アルミサッシ 20 

計 100 

第 

 

三 

 

立 

 

面 

方角 

(東 ) 

区                      分 割 合    

単位(％) 

彩色が施され 

ている部分 

(

マ
ン
セ
ル
値) 

色 
 
 
 
 

彩 

 色 相 明 度 彩 度 

基調色 5YR 8 3 75 

補助色 5YR 3 3 15 

強調色    ― 

屋  根  N 3.0   

 点    滅    光    源  □  有       ☑  無 ― 

 屋 外 広 告 物 □  有       ☑  無 ― 

 彩色が施され 

ていない部分  
素 材 名 

ガラス、アルミサッシ 10 

計 100 

第 

 

四 

 

立 

 

面 

方角 

(北 ) 

区                      分 割 合    

単位(％) 

彩色が施され 

ている部分 

(

マ
ン
セ
ル
値) 

色 
 
 
 
 

彩 

 色 相 明 度 彩 度 

基調色 5YR 8 3 75 

補助色 5YR 3 3 15 

強調色    ― 

屋  根  N 3.0   

 点    滅    光    源  □  有       ☑  無 ― 

 屋 外 広 告 物 □  有       ☑  無 ― 

 彩色が施され 

ていない部分  
素 材 名 

ガラス、アルミサッシ 10 

計 100 
備考  １  該当する□内に、印を付すこと。  

     ２  彩色が施されていない部分の素材名の欄には、外観を仕上げる素材が、着色していない  
石、土、木、レンガ及びコンクリート等の場合にその素材名を記載すること。  
外壁以外のガラス、サッシ、無彩色の扉等も記載すること。  

付帯する建築

物の名称を記
入する 
（例）駐輪場 

まとめて割合
を記入する 

（○○○） 

駐輪場等 2

面しか図
面がない
場合でも、

第 1～4 立
面の各面
を記載 

補助色は強調
色を含めて、 
見付面積の 

20％まで 
 
強調色は見付

面積の 5％ま
で 

屋外広告物が
ある場合、色
彩等の指導は

建築指導課が
担当するが、
面積の割合は

記入する 

屋外広告物も
合計に入れる 

建築物ごとに記入する 

着色していな

い素材を記入 
（着色していないコ
ンクリート打ちっぱ

なし等含む） 

Ｎは彩度なし 

色彩の面積割

合は、屋根の
部分を除いた
外壁の見付面

積を 100％と
して、色彩区
分ごとに割合

を記載する 

片流れ屋根や庇は、立面図では壁面のように表示され

るが、届出書では屋根として扱うため、色彩のマンセ
ル値は記載するが、面積の割合は記入しない 

屋根が見える場合は彩色する屋根のマンセル
値等を記載する。彩色済みの屋根材も対象 

（例）商品名：ガルバリウム鋼板、コロニア
ルカラーベスト等 

色彩の審査の対象となる建材等（注意を要するものの例） 
■着色されている建材（ガルバリウム鋼板、トタン、コロニアルカラーベスト等） 

■倉庫などのシャッター 
■駐輪場やゴミ置場（メーカー公表のマンセル値可） 

色彩の審査の対象とならない建材等 

■外壁等：着色していない石、土、木、レンガ、コンクリート等の素材 
     ：ピロティ（駐車場等）で外壁がないもの 

■屋根：彩色していない陸屋根、金属材又は素焼瓦等の素材で仕上げているもの 

区分「外観の変更」で変更しない面は記入不要 



様式第２号（その３）  

景観形成基準（配慮事項） 

建築物の配慮事項（農地・丘陵地景観ゾーン） 

 

配慮事項 配慮した具体の内容 照合 

配  置  

とことこ景観資源と調和さ

せる。  

1 景観資源に面して緑地を設けている。 

2 景観資源に面してゆとりを設けている。 

3 その他（             ） 

□  

現状の地形を活かした土地

利用に努め、造成による地形

の変更は最小限にとどめる。 

1 現状の地形を活かしている。 

2 造成は最小限にとどめている。 

3 その他（             ） 

□  

既存の樹木は、できるだけ残

すような建築物の配置とす

る。  

1 既存の樹木を残している。  

2 既存の樹木と同じ樹種を植えている。 

3 その他（緑化計画の届出有     ） 

□  

形
態
意
匠 

外壁・  

屋根等  

外壁は、分節化するなどし、

圧迫感を抑え、単調にならな

いようにする。  

1 形態・デザインで分節化している。 

2 圧迫感を軽減させる配慮をしている。 

3 その他（             ） 

□  

外壁・屋根等の素材等は、周

辺のみどりと調和させる。  

1 素材に配慮している。  

2 デザイン・色彩に配慮している。 

3 その他（             ） 

□  

屋根又は軒の高さは、周辺の

街並みやみどりとの連続性

をつくる。  

1 高さを統一している。  

2 周辺の高さに配慮している。 

3 その他（             ） 

□  

屋外  

設備等  

建築物との一体化やルーバ

ー等の設置等、周囲からの見

え方を工夫する。  

1 見えない位置に配置している。 

2 目隠しを設置している。  

3 その他（             ） 

□  

外構・植

栽  

道路や河川等に面する部分

は植栽を設ける。 

1 道路等に面する部分に植栽を設けている。 

2 スペースや庭を設けている。 

3 その他（             ） 

□  

流通・工業系建築物の敷地の

外周部は、中高木の植栽等に

より、緩衝緑地を設ける。  

1 中高木を植栽している。  

2 生垣を設けている。 

3 その他（             ） 

□  

屋外  

広告物  

屋外広告物は、大きさや形を

そろえ、設置位置を集約す

る。  

1 形態等の統一を図っている。 

2 集約化を図っている。  

3 その他（             ） 

□  

照明  
外壁・屋根等に付属する照明は、周

辺に影響しないよう工夫し、点滅す

る光源は使用しないものとする。  

1 点滅光源は使用していない。 

2 周辺への影響に配慮している。 

3 その他（             ） 

□  

色彩  

みどり等の景観資源が美し

く映えるよう、穏やかな安ら

ぎの感じられる色彩とする。 

1 暖色系を基調としている。  

2 みどりとの調和に配慮している。 

3 その他（             ） 

□  

外壁の色彩は、基調色と補助

色の配色のバランスを整え

る。  

1 配色のバランスに配慮している。 

2 補助色の使用面積に配慮している。 

3 その他（             ） 

□  

主要な部分は、極端な高明度及

び低明度の色彩の使用を避け、

周囲のみどりに調和させる。  

1 基調色は周辺を考慮している。 

2 落ち着いた色彩としている。 

3 その他（             ） 

□  

商業系建築物、流通・工業系

建築物の基調色は、彩度（鮮

やかさ）を抑える。  

1 彩度に留意している。  

2 周辺から目立たないように配慮している。  

3 その他（             ） 

□  

土地利用に

関する事項 

良好な住環境確

保に必要なもの

の保全を図るた

めの配慮 

1 敷地の庭等は樹木又は張芝等を行うなど緑化に努めること。  
また、敷地内で道路側の樹木等が通行に支障をきたさないよ

う適時管理すること。  

2 路上駐車をしないよう努めること。  

3 空家及び空地の管理に充分配慮すること。  

□  

 

とことこ景観資源が不明の場合、斜線 

「照合」欄は無記入で届出 

様式第２号は、用途によって（その１）～（その３）を使い分ける 

・商業系 
所沢駅、西所沢駅、新所沢駅、小手指駅、狭山ヶ丘駅、東所沢駅周辺の商業・近隣商業地域 

・農地・丘陵地 

用途無指定（並木六丁目の無指定地は住居系） 
・住居系 上記以外 

どのように緑化するかを記載 

土地利用に関する事項が定められている区域（所沢ネオポリ
ス街づくり協定等）では該当する番号に○をする 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成例 

２4 

目印となる公共施設名等を表示 

行為を行う場所を表示 

1/2500 

0m 100m 

縮尺は 2500 分の 1以上 

※ただし、適切に表示できない場合には、当該

行為の規模に応じた縮尺とすることができる。 

付近見取図 

○ ○ 駅 

行為の場所 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成例 

２6 

配置図 

縮尺は 100分の 1以上 

※ただし、適切に表示できない場合には、当該

行為の規模に応じた縮尺とすることができる。 1/1000 

0m 50m 

 

 
 

駐輪場、ゴミ置場等の建築物がある場合は、
全て配置図に記載すること 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成例 

２7 

7
.9

 

2
8

.9
 

1
5
9

.0
 

立
面

図
 

縮
尺

は
1
00

分
の

1
以

上
 

※
た

だ
し

、
適

切
に

表
示

で
き

な
い

場
合

に
は

、

当
該

行
為

の
規

模
に

応
じ

た
縮

尺
と

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

 

立
面

図
は

、
着

色
す

る
。
 

外
壁

に
使

用
す

る
色

彩
の

マ
ン

セ
ル

値
〔

日
本

工

業
規

格
 
（

Z
8
7
21

）
で

定
め

る
色

相
、

明
度

お
よ

び
彩

度
の

三
属

性
の

値
で

表
す

数
値

〕
を

表
示

し
、

外
壁

の
各

立
面

の
見

付
面

積
に

対
す

る
基

調
色

等

の
使

用
面

積
の

割
合

を
記

入
 

 

彩
色

が
施

さ
れ

た
、
全

て
の

立
面

を
表

示
し

た
4
面

以
上

の
立

面
図

 

  

 

設
計

者
の

氏
名

お
よ

び
押

印
 

 
 

 

 駐
輪

場
、
ゴ
ミ
置
場
等
の
建
築

物
が
あ

る
場
合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

建
築

物
に

お
け

る
、

色
彩
ご
と
の
マ
ン
セ
ル

値
、
面

積
、
割
合

が
入

っ
た

表
及

び
着

色
し

た

図
面

を
添
付
す
る
こ
と
（
マ
ン
セ
ル
値
は
メ
ー
カ
ー

の
カ
タ

ロ
グ
値

で
良
い

）
 

 
屋
外

広
告
物
 

色
彩

 
面
積
(㎡

) 
割
合
(％

) 

基
調
色
 

 
 
 
N9
.5
 

28
.9
 

10
.0
 

 

61
.0
 

  
  
  
10
Y8
.5
/1
.0
 

11
8.
7 

41
.0
 

  
  
  
10
Y7
.5
/1
.0
 

28
.9
 

10
.0
 

補
助
色
 

  
  
  
10
YR
3.
0/
1.
0 

54
.9
 

19
.0
 

19
.0
 

屋
外
広
告
物
 

- 
28
.9
 

10
.0
 

10
.0
 

彩
色

が
施

さ
れ
て

い
な

い
部

分
(ガ

ラ
ス

) 
28
.9
 

10
.0
 

10
.0
 

 
 
 
計
 

28
9.
2 

10
0 

 

（
様
式
第

1
号
の
記
入
例
と
は
色
彩
が
異
な
る
）
 

色
彩

未
決

定
の

場
合

、
色

が
な

い
通

常
の

立
面

図
を

添
付
し

、
色
彩

の
決

定
後

に
届

け
出

る
様

式
第

３
号

に
、

色
が

あ
る

立
面
図

を
添
付

す
る
 

06442
長方形

06442
タイプライターテキスト
設計者の氏名



 

垣・さく立面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宅地地盤面 

隣地地盤面 

H=
60
0 

H=
60
0 

新設ネットフェンス 

既存コンクリートブロック 

H=
12
00

 

○○隣地境界 S＝１／３０ 

高さの基準は、それぞれの地区の「街づくり
整備計画」に記載している 

所沢ネオポリス街づくり協定では、宅地地盤
面からとなる 




